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１. はじめに




















図 に示すように過去 年間で国内の養蚕農家は平成 年 戸から平成 年 戸の約
分の 、収繭量は平成 年 トンから平成 年 トンの約 分の 、生糸生産量は平成
年 俵から平成 年 俵 俵 の約 分の に減少し 、丹後地域 京丹後市、与謝野
町等 の伝統工芸である「丹後ちりめん」の白生地生産量は平成 年 千反から平成 年
千反の約 分の に減少し ている。そのため、繭を中国等より輸入して絹織物を織っているのが現
状である。
また、黒谷地域（綾部市）では、楮の生産者の高齢化、和紙職人の高齢化が進み、伝統工芸が危機
状態にある。黒谷和紙協同組合への楮の入荷量は、黒皮 干換算 が平成 年 から平成 年
の約 分の 、白皮が から平成 年 の約 分の に減少している。また、作





うな地域活性化を図る産学公連携の「パワーオンネット」組織が平成 年 月に設立 された。福












































































































図 に示す組織体制で京都工芸繊維大学　木村照夫教授 当時、現名誉教授 を座長に織物企業、機
械金属企業が参画して、複合材料を用いた製品開発のための 試作研究会を発足させ、平成
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